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【、目的】　 糖蜜発 酵廃液 は難分 解性の 糖蜜色 素を含 むた め 、既 存の 生 物学 的処理 法

で は 色素の 除去が 困難 とされ て き た 。 近年 に な り 、糖蜜色 素脱 色能 を有す る微生物

の 存在が 明 らか に さ れ 、特 に 嫌気的脱 色処理 技術 へ の 利 用が 期待で きる微 生物 に っ

い て は ほ actobacillus 魍 吏ユ及 び 一 の 脱 色能が報告 さ れ て い る 。

そ こ で乳酸菌の 脱色能に着 囲 し ｛ 多種 類 の 乳酸菌 の 糖蜜色 素脱 色活性を調査す る と

共に 、有効菌の 検索 、同定及 び その 脱 色特性 に つ い て 調 べ た 。

【方法及び結果】　 糖蜜廃液 2．5％ ｛v／vl 含 有 GYP液体培地 を用い 、自然界 か らの 分

離菌 163株 と乳酸菌保 存株 13了株 の 脱 色能を 調 ぺ た 。 この 結 果 、 培地の 色度を 21％ 脱

色す る株を自然界 か らの 分離菌 よ り選 出 し 、Lactobacillus　 ca’sei と同定 した 。 本

菌株 を 、 Glucoseを O．5％ 添加 し た 、色度 12．000糖蜜廃液 培地 （pHfi．8）で 培 養 した と

こ ろ 、24hrで pHの 低 下 （3．8）と と もに 菌休 増殖 と脱色活性が 停止す る 現象が 認 め ら

れ た 。 そ こ で 、こ の 時の 菌体 破砕液の 脱 色活性 を pH3，8及 UCpH6，8の 反 応 系 で 確 認 し

た結果 、 pH6，8の 反 応系で 脱 色活性が 認 められ
、 pH3，8で は 認め られ なか っ た 。 以上

の こ と よ り 、脱 色活性の 発現 は pHに 依存 す る こ とが推察さ れ た 。
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岡　廣 【 目的 】 演者 ら は、 ア ルコールミ酵母工場などから排 出 さ れ るモラ セス廃液 の凝集剤

よる脱 色 特性が、嫌 気発酵 処 理 の 有無によっ て大 きく変 わる こ とを
明らかにした1 ）・2   　すな

ち処理前は 無機凝集剤のポリ硫酸鉄（ PFS ｝ を添 加してもほとんど凝集 脱色効果 が 認 めら れ な

っ たものが、 処理 後は少 量の添加 で効率 的な凝 集 脱 色が 行 う こと が できる．モラセス廃talF
る環 境汚染 が深 刻 化 し ている 東南アジアの諸国では、 ． 嫌 気消 化 槽をもっ ていな い 工 場が多い，

このことを考慮す ると、 嫌気 消化処理を組み 込まない脱色 処理 法

確立 は 重 要 である ． 　 我々 は、PFSによって Fresh 　slops が凝 集 沈殿す る
のを阻

害 して い る 因 子 の

・ ’つがフッ 素 で あ る こ と を契き 止めた 。 そ こ でフッ棄 を除 去 す る た め に 従 来行われてい る

ルシウム 添 加法を適 用し たが 十分 に 除 去 さ れ なかった。これはカ ルシ ウムが色 素元素を始め

くの負に帯 電 した物質と反 応して 、フ ッ素と 特異的 に 反応し な い た め と考えられる。今回は
フッ素 と 鉄の 配位結合が比較 的強い こ とに着目して鉄イ

ンによる フッ素 除 去 を試みた 。 【方 法 】ポ リ エチレンィ ミンとグル タルア ルデヒドから作製した ゲ

をFe2 （ SOO3 水溶 液中 に浸 し 鉄をゲル内に 吸着さ せた。 これ をフ ッ 素水溶液、モラ セス

液に 添加 し フ ッ素の 除 去 を 試 みtn 【 結果】この 方 法 に
よって、狭雑物の な い 5ep ρmの フ・ y 　 X

溶液系について は，80％ ま でフ ッ 素

を
除去できることが財ら かに な っ た。 フッ．素 除 去 率の
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